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太宰治「乞食学生」論

　
　
　

�［
要
旨
］
一
九
四
〇
年
『
若
草
』
に
連
載
さ
れ
た
太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
は
、
印
象
深
い
タ

イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
て
お
り
な
が
ら
、
作
中
で
「
乞
食
学
生
」
と
い
う
単
語
は
一
度
も
言

及
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
や
や
謎
め
い
た
印
象
を
残
し
た
作
品
で
あ
る
。
本
稿
は
、
作
品

発
表
の
二
年
前
に
同
名
の
映
画
「
乞
食
学
生
」
が
日
本
で
公
開
さ
れ
て
い
る
点
に
着
眼
し
、

こ
の
映
画
と
の
関
連
を
見
出
し
な
が
ら
、
本
作
の
タ
イ
ト
ル
が
「
乞
食
学
生
」
で
あ
る
こ

と
の
同
時
代
的
な
意
味
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

�　

は
じ
め
に
、
映
画
「
乞
食
学
生
」
が
公
開
同
時
代
に
あ
る
程
度
注
目
さ
れ
た
知
名
度
の

あ
る
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
同
時
代
の
映
画
雑
誌
や
新
聞
、『
若
草
』
の
映
画
紹
介
な
ど

複
数
の
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
点
か
ら
明
ら
か
に
し
、
作
者
も
こ
の
タ
イ
ト
ル

を
目
に
し
た
可
能
性
を
示
し
た
。

　
　
　

�　

さ
ら
に
、
本
作
連
載
同
時
代
の
『
若
草
』
読
者
感
想
欄
の
調
査
を
行
い
、
タ
イ
ト
ル
で

映
画
を
想
起
し
た
読
者
が
い
た
こ
と
、
タ
イ
ト
ル
に
関
心
を
向
け
た
コ
メ
ン
ト
が
複
数
寄

せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
本
作
と
映
画
の
関
連
が
読
者
に
も

受
け
止
め
ら
れ
て
お
り
、
既
成
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
「
乞
食
学
生
」
と
い
う
題
名
が
、『
若

草
』
読
者
を
惹
き
つ
け
て
い
た
同
時
代
状
況
を
確
認
し
た
。

　
　
　

�　

太
宰
作
品
に
お
い
て
、
他
作
品
の
タ
イ
ト
ル
を
大
胆
に
起
用
し
た
作
品
は
本
作
だ
け
で

は
な
い
。
本
稿
で
は
、「
女
生
徒
」、「
老ア

ル
ト

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
の
例
も
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
う

し
た
命
名
の
手
法
が
、
読
者
に
読
解
の
広
が
り
を
も
た
ら
す
効
果
が
あ
る
点
を
指
摘
し
た
。

映
画
の
内
容
を
想
定
し
て
「
乞
食
学
生
」
を
読
む
と
、
主
人
公
の
迎
え
る
結
末
に
大
き
な

落
差
が
あ
り
、
読
者
は
意
表
を
つ
か
れ
た
で
あ
ろ
う
と
想
定
さ
れ
る
。

片
　
木
　
晶
　
子

　
太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
論

　
　
　
　
　
―
―
タ
イ
ト
ル
命
名
を
め
ぐ
る
一
考
察
―
―

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
従
前
の
「
乞
食
学
生
」
研
究
に
お
い
て
殆
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

本
作
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
解
釈
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
は
、『
若
草
』
一
九
四
〇
年
七
月
（
第
一
六
巻
七
号
）
か

ら
一
二
月
（
第
一
六
巻
一
二
号
）
ま
で
六
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
。
本
作
は
、
自

信
の
な
い
小
説
を
投
函
し
て
自
己
嫌
悪
に
陥
っ
て
い
た
三
二
歳
の
作
家
「
私
」

（
三
二
八
頁
）
が
、
玉
川
上
水
の
土
提
を
泳
い
で
い
る
高
等
学
校
生
に
出
会
う
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
る
。「
私
」
は
、「
佐さ

伯へ
き

五
一
郎
」（
三
四
五
頁
）
と
名
乗
る
そ
の
青
年

　
　
　

�　

さ
ら
に
、
他
作
品
の
タ
イ
ト
ル
を
取
り
込
む
と
い
う
方
法
は
、
戦
時
下
に
お
け
る
隠
れ

蓑
と
し
て
の
役
割
を
も
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
、
一
九
四
〇
年
代
、
パ
ロ
デ
ィ
作
品
に
注

力
し
た
作
家
の
方
向
性
に
通
じ
る
姿
勢
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。 

　
　
　
［
キ
ー
ワ
ー
ド
］�「
乞
食
学
生
」・『
若
草
』・
映
画
・
タ
イ
ト
ル
・「
女
生
徒
」・「
老ア

ル
ト

ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ヒ
」
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と
会
話
を
交
わ
す
な
か
で
、
実
家
が
貧
し
い
が
ゆ
え
に
窮
地
に
立
た
さ
れ
て
い
る
彼

の
身
の
上
を
知
り
、
成
り
行
き
で
「
佐
伯
」
の
身
代
わ
り
と
な
っ
て
一
夜
だ
け
高
等

学
校
の
制
服
制
帽
を
身
に
纏
っ
て
映
画
説
明
を
す
る
約
束
を
し
て
し
ま
う
。「
佐
伯
」

と
制
服
を
貸
し
て
く
れ
た
彼
の
友
人
「
熊
本
」（
三
五
三
頁
）
と
三
人
で
渋
谷
へ
行
っ

た
「
私
」
は
、
小
さ
な
食
堂
で
ビ
イ
ル
を
飲
み
な
が
ら
二
人
の
高
等
学
校
生
に
向
け

て
演
説
を
す
る
。「
私
」は
、失
っ
た
青
春
を
取
り
戻
し
得
た
と
感
じ
て
一
人
高
揚
し
、

「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」（
三
七
八
頁
）
の
歌
を
歌
う
も
、
高
等
学
校
生
た

ち
と
の
交
流
の
す
べ
て
は
夢
の
中
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
う
結
末
を
迎
え
る
。

　

本
作
は
、「
乞
食
学
生
」
と
い
う
印
象
深
い
タ
イ
ト
ル
が
冠
さ
れ
て
お
り
な
が
ら
、

作
中
で
「
乞
食
学
生
」
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
、
更
に
は
「
乞
食
」
と
い
う
単
語
す

ら
一
度
も
使
用
さ
れ
ず
、
ま
た
「
乞
食
学
生
」
が
誰
で
あ
る
の
か
も
最
後
ま
で
明
確

に
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
、
や
や
唐
突
で
謎
め
い
た
印
象
す
ら
残
し
て
い
る
本

作
の
タ
イ
ト
ル
は
、ど
の
よ
う
な
企
図
で
付
け
ら
れ
、何
を
意
味
す
る
も
の
な
の
か
。

こ
う
し
た
素
朴
な
問
い
に
一
考
を
加
え
る
こ
と
が
本
稿
の
狙
い
で
あ
る
。
特
に
、
本

作
と
同
名
の
映
画
「
乞
食
学
生
」
の
存
在
に
着
目
し
、
同
映
画
と
の
関
連
の
可
能
性

を
模
索
す
る
こ
と
で
こ
の
問
題
を
究
明
し
て
み
た
い
。

　

そ
の
う
え
で
、
本
作
を
起
点
と
し
、
太
宰
の
他
作
品
の
タ
イ
ト
ル
命
名
の
問
題
に

も
言
及
す
る
。
こ
れ
ら
の
考
察
は
、
時
局
あ
る
い
は
掲
載
雑
誌
に
対
す
る
作
家
の
意

識
を
観
察
す
る
試
み
に
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　

一
、
映
画
「
乞
食
学
生
」
と
『
若
草
』

　

太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
が
『
若
草
』
に
掲
載
さ
れ
た
二
年
前
に
、
本
作
と
同
名
の

映
画
「
乞
食
学
生（

（
（

」（“D
er Bettelstudent”

）
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
映
画
「
乞

食
学
生
」
は
、
ド
イ
ツ
の
ウ
ー
フ
ァ
社
に
よ
っ
て
一
九
三
六
年
に
制
作
さ
れ
た
オ
ペ

レ
ッ
タ
映
画
で
、
日
本
に
お
い
て
は
東
和
商
事
の
配
給
に
よ
っ
て
一
九
三
八
年
八
月

一
八
日
に
封
切
さ
れ
た
。
同
映
画
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
ザ
ク
セ
ン
の
ア
ウ
グ
ス
ト
大

王
の
領
地
で
あ
っ
た
一
八
世
紀
初
頭
頃
の
ク
ラ
ク
フ
を
舞
台
と
し
、
そ
こ
で
行
わ
れ

た
ポ
ー
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
着
想
自
体
は
、

一
八
八
二
年
に
初
演
さ
れ
た
カ
ー
ル
・
ミ
レ
ッ
カ
ー
（Carl M

illöcker

）
に
よ
る

同
名
の
オ
ペ
レ
ッ
タ（

（
（

に
あ
る
と
い
う
。

　

映
画
「
乞
食
学
生
」
は
、
公
開
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
『
キ
ネ
マ
旬
報
』
や
各
新
聞
の

映
画
評（

（
（

を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
評
価
は
、

「
ド
イ
ツ
好
み
の
オ
ペ
レ
ッ
ト
風
な
、
低
俗
す
ぎ
る
脚
色
が
作
品
の
風
格
を
基
礎
的

に
損
じ
て
ゐ
る（

（
（

」、「
独
逸
映
画
が
最
も
魅
力
の
無
い
瞬
間
を
露
出
し
た
の
が
こ
の
映

画
で
あ
る（

（
（

」の
意
見
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、い
ず
れ
も
酷
評
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
こ
う
し
て
主
要
な
媒
体
で
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
同
時
代
状
況
か
ら
、
あ
る
程

度
注
目
さ
れ
た
話
題
作
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

映
画
「
乞
食
学
生
」
の
話
題
性
と
い
う
点
で
、
本
稿
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、

『
若
草
』
に
お
い
て
も
映
画
「
乞
食
学
生
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。『
若
草
』
は
、
創
刊
し
て
間
も
な
い
頃
か
ら
映
画
記
事
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

創
刊
翌
年
の
第
二
巻
一
一
号
（
一
九
二
六
年
一
一
月
）
以
降
、
断
続
的
に
映
画
評
や

海
外
映
画
の
近
況
な
ど
幅
広
い
情
報
を
発
信
し
て
き
た
。
特
に
、
第
一
二
巻
四
号

（
一
九
三
六
年
四
月
）
以
降
は
「
シ
ネ
・
セ
ク
シ
ョ
ン
」
と
題
し
た
映
画
紹
介
欄
が

設
け
ら
れ
、
新
作
映
画
の
レ
ビ
ュ
ー
を
毎
号
掲
載
す
る
の
が
定
番
と
な
っ
て
い
た（

（
（

。

　

映
画
「
乞
食
学
生
」
も
、
こ
の
「
シ
ネ
・
セ
ク
シ
ョ
ン
」
欄
（
第
一
四
巻
七
号
、

一
九
三
八
年
七
月
）
に
お
い
て
、
見
開
き
二
頁
に
わ
た
っ
て
約
二
〇
〇
〇
字
が
費
や

さ
れ
、
映
画
情
報
か
ら
あ
ら
す
じ
に
至
る
ま
で
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

太
宰
が
、
同
記
事
を
見
た
か
は
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、「
乞
食
学
生
」
が
連
載

さ
れ
た
前
後
に
、
太
宰
が
『
若
草
』
に
複
数
の
作
品
を
寄
せ
て
い
た
点
に
は
注
目
し
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て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。『
若
草
』
掲
載
作
品
全
一
〇
作
を
次
に
列
挙
し
て
み

よ
う
。

　
　
「
雌
に
就
い
て
」（
一
九
三
六
年
五
月
）

　
　
「
喝
采
」（
一
九
三
六
年
一
〇
月
）

　
　
「
あ
さ
ま
し
き
も
の
」（
一
九
三
七
年
三
月
）

　
　
「
燈
籠
」（
一
九
三
七
年
一
〇
月
）

　
　
「I can speak

」（
一
九
三
九
年
二
月
）

　
　
「
葉
桜
と
魔
笛
」（
一
九
三
九
年
六
月
）

　
　
「
ア
、
秋
」（
一
九
三
九
年
一
〇
月
）

　
　
「
誰
も
知
ら
ぬ
」（
一
九
四
〇
年
四
月
）

　
　
「
乞
食
学
生
」（
一
九
四
〇
年
七
月
～
一
二
月
）

　
　
「
律
子
と
貞
子
」（
一
九
四
二
年
二
月
）

　

こ
れ
ら
の
発
表
年
に
着
目
す
る
と
、
い
ず
れ
も
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら

一
九
四
〇
年
代
前
半
と
い
う
短
期
間
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（

（
（

。
映
画
「
乞

食
学
生
」
を
紹
介
し
た
「
シ
ネ
・
セ
ク
シ
ョ
ン
」
掲
載
号
と
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た

作
品
こ
そ
な
い
も
の
の
、
太
宰
が
『
若
草
』
と
深
く
関
わ
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。

　

以
上
よ
り
、
映
画
「
乞
食
学
生
」
が
あ
る
程
度
の
話
題
作
で
あ
っ
た
こ
と
、『
若
草
』

誌
面
で
も
紹
介
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
実
際
に
映
画
を
観
て
お
ら
ず
と
も
同

映
画
の
存
在
や
タ
イ
ト
ル
、
あ
る
い
は
あ
ら
す
じ
を
知
る
機
会
は
少
な
か
ら
ず
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
も
と
よ
り
、
同
映
画
は
東
京
の
主
要
四
館（

（
（

で
封

切
さ
れ
た
と
い
う
の
で
、
映
画
公
開
同
時
代
、
東
京
に
在
住
し
て
い
た
太
宰
が
広
告

等
で
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
可
能
性
も
当
然
念
頭
に
置
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
、
太
宰
が
映
画
「
乞
食
学
生
」
の
存
在
を
認
識
し
た
可
能
性
を
示
し
て

き
た
。
こ
の
仮
説
が
正
し
け
れ
ば
、
太
宰
は
映
画
の
タ
イ
ト
ル
を
知
り
、
そ
れ
を
自

分
の
作
品
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
そ
の
ま
ま
起
用
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の

よ
う
な
タ
イ
ト
ル
の
付
け
方
を
し
て
い
る
作
品
に
は
前
例
が
あ
る
。
一
九
三
九
年
四

月
に
『
文
學
界
』
へ
発
表
さ
れ
た
「
女
生
徒
」
に
つ
い
て
、
津
島
美
知
子
は
、「「
女

生
徒
」
の
題
名
は
、
当
時
、
机
辺
に
在
つ
た
、
フ
ラ
ピ
エ
の
岩
波
文
庫
本
の
「
女
生

徒
」
か
ら
と
つ
た（

（
（

」
と
の
証
言
を
残
し
て
い
る
。
レ
オ
ン
・
フ
ラ
ピ
エ
（Léon 
Frapié

）
著
、
桜
田
佐
訳
の
『
女
生
徒（
（1
（

』
は
、
一
九
三
八
年
九
月
一
日
付
で
岩
波
書

店
よ
り
翻
訳
出
版
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
作
品
の
同
時
代
に
出
版
さ
れ
た
他
作
品
の
タ

イ
ト
ル
が
、
自
作
の
タ
イ
ト
ル
命
名
の
決
め
手
と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
タ
イ
ト
ル
命
名
に
ま
つ
わ
る
例
を
踏
ま
え
て
も
、
本
作
と
映
画
「
乞
食
学
生
」

の
タ
イ
ト
ル
の
同
一
性
は
偶
然
と
は
言
い
難
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。「
乞
食
学
生
」は
、

基
本
的
に
は
同
映
画
と
原
拠
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
し
か
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
高
い
固
有
名
詞
で
あ
る
だ
け
に
、
本
作
タ
イ
ト
ル
の
着
想
が
こ
こ
か

ら
得
ら
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

二
、「
乞
食
学
生
」
は
誰
か
―
『
若
草
』
読
者
の
反
応
よ
り
―

　

太
宰
が
映
画
「
乞
食
学
生
」
の
情
報
を
目
に
し
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、

前
節
で
述
べ
た
内
容
以
上
を
模
索
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
方
で
興
味
深
い
の

は
、
読
者
側
も
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
反
応
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
「
乞
食
学
生
」
は
、
連
載
同
時
代
、
読
者
か
ら
好
評
を
博
し
て
お
り
、『
若
草
』
の

読
者
投
稿
欄
で
あ
る
「
座
談
室
」
を
確
認
す
る
と
、
連
載
中
多
く
の
読
後
感
想
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（

（1
（

。
そ
の
中
で
い
く
つ
か
注
目
す
べ
き
投
稿
が
あ
る
の

で
紹
介
し
た
い
。

　

一
つ
目
は
、「「
乞
食
学
生
」
連
載
第
一
回
後
に
寄
せ
ら
れ
た
、「
始
終
見
遁
せ
な
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か
つ
た
『
乞
食
学
生
』
映
画
を
想
ひ
出
し
た
。
こ
れ
か
ら
面
白
く
な
り
さ
う
だ
。（
松

本
・
須
奈
一
洋（

（1
（

）」
と
の
読
後
感
想
で
あ
る
。
文
面
か
ら
察
す
る
に
、
こ
の
読
者
は

映
画
「
乞
食
学
生
」
を
実
際
に
鑑
賞
し
て
映
画
自
体
に
も
好
感
を
持
っ
て
お
り
、
そ

の
う
え
で
タ
イ
ト
ル
か
ら
同
映
画
を
想
起
し
て
、
こ
れ
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
く
連
載

内
容
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
本
作
が
映
画
と
無
関
係
で

な
い
こ
と
の
証
左
と
な
る
と
同
時
に
、
映
画
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
連
載
を
読
み
進

め
た
読
者
が
存
在
し
た
こ
と
を
知
り
う
る
感
想
と
し
て
注
目
す
べ
き
コ
メ
ン
ト
で
あ

る
。
映
画
「
乞
食
学
生
」
が
『
若
草
』
内
で
仔
細
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ

ば
、
映
画
を
見
た
、
あ
る
い
は
あ
ら
す
じ
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
読
者
は
こ
の

読
者
だ
け
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
ま
た
こ
う
し
た
コ
メ
ン
ト
を
読
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
映
画
と
の
関
連
を
意
識
し
た
読
者
も
想
定
さ
れ
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
本
作
の
タ
イ
ト
ル
に
言
及
し
た
読
者
投
稿
に
も
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ

る
。「
新
連
載　

乞
食
学
生
、
面
白
い
、
は
た
し
て
ど
つ
ち
が
乞
食
学
生
か
（
小
林

野
菊
子（

（1
（

）」
は
、
連
載
第
一
回
の
感
想
と
し
て
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
本
作
の
タ
イ
ト
ル
に
関
心
を
寄
せ
、「
乞
食
学
生
」
探
し
を
し
な
が
ら
読
み

進
め
て
い
っ
た
読
者
が
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
連
載
第
二
回
の
感
想
に

も
、「
連
載
小
説
「
乞
食
学
生
」
題
名
先
づ
嵐
を
含
ん
で
一
息
に
読
み
流
す（

マ
マ
）専

ら
新

風
を
持
つ
て
な
る
太
宰
氏
に
期
待
し
よ
う
。（
竹
内
生（

（1
（

）」
と
あ
り
、
読
者
に
と
っ
て

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
タ
イ
ト
ル
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。こ
の
よ
う
に
、「
乞
食
」

と
「
学
生
」
と
い
う
相
反
す
る
語
を
並
べ
た
本
作
の
目
を
惹
く
タ
イ
ト
ル
は
、
映
画

の
存
在
の
認
知
に
関
わ
ら
ず
、『
若
草
』
読
者
た
ち
の
興
味
を
確
か
に
惹
き
つ
け
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
読
者
の
声
か
ら
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
投
稿
内
容
を
踏
ま
え
て
、
本
作
に
お
い
て
誰
が
「
乞
食
学
生
」
に
該
当

す
る
人
物
で
あ
る
の
か
を
検
討
し
て
い
き
な
が
ら
、「
乞
食
学
生
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を
持
つ
か
考
察
し
て
み
た
い
。

　

作
中
で
「
乞
食
学
生
」
に
あ
た
る
人
物
と
し
て
ま
ず
想
定
で
き
る
の
は
、
自
ら
を

「
貧
乏
」（
三
四
八
頁
）
で
あ
る
と
語
る
「
佐
伯
」
と
い
え
よ
う
。
田
舎
で
小
学
校

の
先
生
を
す
る
父
の
資
金
で
は
中
学
校
以
降
の
進
学
が
叶
わ
ず
、
同
郷
出
身
の
代
議

士
を
頼
り
に
彼
の
一
人
娘
の
家
庭
教
師
を
す
る
こ
と
で
何
と
か
高
等
学
校
へ
通
っ
て

い
る
と
い
う「
佐
伯
」は
、代
議
士
の
娘
が
北
海
道
旅
行
で
撮
っ
て
き
た
と
い
う
フ
ィ

ル
ム
を
自
宅
で
友
人
に
公
開
す
る
際
の
映
画
弁
士
、
つ
ま
り
「
幇
間
の
役
」（
三
四
四

頁
）を
す
る
よ
う
依
頼
さ
れ
た
こ
と
に
我
慢
が
な
ら
な
く
な
り
、制
服
を
売
り
は
ら
っ

て
し
ま
う
。
連
載
第
二
回
で
明
か
さ
れ
る
「
佐
伯
」
の
身
の
上
を
知
っ
た
読
者
は
、

貧
し
い
が
ゆ
え
に
屈
辱
的
な
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
る
「
佐
伯
」
を
「
乞
食
学
生
」

と
考
え
て
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
連
載
が
進
み
、
第
四
回
に
な
る
と
作
家
の
「
私
」
も
「
乞
食
学
生
」
の

候
補
と
し
て
浮
上
す
る
。「
私
」
は
、
職
業
作
家
と
し
て
生
計
を
立
て
る
人
物
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、「
佐
伯
」の
身
代
わ
り
と
し
て
映
画
説
明
を
し
に
行
く
際
、

「
佐
伯
」
の
友
人
の
「
熊
本
」
に
借
り
た
制
服
が
あ
ま
り
に
も
サ
イ
ズ
違
い
で
あ
る

た
め
に
珍
妙
な
見
た
目
と
な
り
、
そ
れ
が
苦
学
生
風
で
あ
る
こ
と
が
繰
り
返
し
強
調

し
て
描
か
れ
て
い
る（

（1
（

。読
者
は
、連
載
を
読
み
進
め
て
い
く
な
か
で「
佐
伯
」と「
私
」

と
い
う
二
人
の
「
乞
食
学
生
」
の
存
在
を
認
識
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る（

（1
（

。

　

こ
う
し
た
展
開
を
踏
ま
え
、
読
者
が
映
画
「
乞
食
学
生
」
の
内
容
を
知
っ
て
い
た

と
す
れ
ば
、
こ
の
二
人
の
「
乞
食
学
生
」
の
登
場
に
ど
の
よ
う
な
展
開
を
期
待
す
る

だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
は
、映
画
の
内
容
を
簡
潔
に
述
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。以
下
に『
若
草
』「
シ

ネ
・
セ
ク
シ
ョ
ン
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
映
画
「
乞
食
学
生
」
の
あ
ら
す
じ
を
要
約
し

た
も
の
を
示
す
。

　

ク
ラ
ク
フ
の
町
は
ザ
ク
セ
ン
の
オ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
と
い
う
武
人
あ
が
り
の
総
督
に

治
め
ら
れ
て
い
た
が
、
彼
の
行
っ
た
束
縛
の
強
い
政
策
は
人
民
に
好
ま
れ
ず
、
街
で



21

太宰治「乞食学生」論

は
ザ
ク
セ
ン
に
対
す
る
反
抗
が
高
ま
り
密
か
な
祖
国
独
立
運
動
が
計
ら
れ
た
。
そ
の

主
導
者
と
な
っ
た
の
は
大
学
生
達
で
、
シ
モ
ン
、
ヤ
ン
と
名
乗
る
二
人
の
愛
国
者
が

先
導
し
て
国
外
に
追
放
さ
れ
た
ス
チ
ン
ツ
キ
ー
王
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
ポ
ー
ラ
ン

ド
独
立
運
動
を
く
わ
だ
て
て
い
た
。
ク
ラ
ク
フ
第
一
の
名
家
で
あ
る
ヴ
ァ
ル
ス
カ
伯

爵
夫
人
家
は
、
名
家
で
あ
り
な
が
ら
貧
し
い
生
活
を
し
て
お
り
、
伯
爵
夫
人
は
二
人

の
美
し
い
娘
た
ち
を
よ
り
家
柄
の
良
い
と
こ
ろ
へ
嫁
が
せ
よ
う
と
息
巻
い
て
い
た
。

あ
る
晩
、
夫
人
は
姉
の
ラ
ウ
ラ
と
妹
の
プ
ロ
ニ
ス
ラ
ヴ
ァ
を
連
れ
て
総
督
邸
の
饗
宴

へ
出
向
く
が
、
そ
こ
で
総
督
に
し
つ
こ
く
口
説
か
れ
肩
に
接
吻
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た

ラ
ウ
ラ
が
思
わ
ず
総
督
の
頬
を
叩
く
と
い
う
事
件
を
起
こ
し
て
し
ま
う
。
総
督
は
、

こ
の
高
慢
な
娘
が
二
度
と
人
前
に
出
ら
れ
ぬ
よ
う
に
し
よ
う
と
密
か
に
復
讐
の
計
画

を
立
て
る
。
総
督
は
、
政
治
犯
と
し
て
牢
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
乞
食
学
生
の
シ
モ
ン

と
ヤ
ン
を
引
き
ず
り
だ
し
、
シ
モ
ン
を
ワ
ル
シ
ャ
ワ
か
ら
来
た
公
爵
に
、
ヤ
ン
を
そ

の
秘
書
官
に
仕
立
て
上
げ
て
姉
妹
に
紹
介
す
る
。
企
て
通
り
姉
の
ラ
ウ
ラ
は
シ
モ
ン

に
惹
か
れ
、
妹
は
ヤ
ン
と
恋
に
落
ち
る
。
一
方
、
水
面
下
で
は
ヤ
ン
が
率
い
る
学
生

反
乱
軍
が
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
た
。
ラ
ウ
ラ
と
シ
モ
ン
の
結
婚
披
露
宴
の
日
、

総
督
は
シ
モ
ン
が
囚
人
で
あ
る
こ
と
を
暴
露
し
て
痛
快
が
る
も
、
総
督
の
予
想
に
反

し
て
ラ
ウ
ラ
は
シ
モ
ン
を
愛
し
て
い
る
と
宣
言
す
る
。
そ
の
時
、
ア
ウ
グ
ス
ト
王
か

ら
の
使
者
が
到
来
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
独
立
許
可
の
宣
告
が
発
表
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

今
ま
で
囚
人
の
乞
食
学
生
と
思
わ
れ
て
い
た
シ
モ
ン
こ
そ
、
ス
チ
ン
ツ
キ
ー
王
の
甥

の
カ
シ
ミ
ヤ
侯
爵
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
、
ラ
ウ
ラ
と
シ
モ
ン
は
め
で
た
く
結
ば

れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　

映
画
で
は
「
乞
食
学
生
」
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
シ
モ
ン
が
、
一
時
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ

か
ら
来
た
公
爵
へ
と
変
装
し
な
が
ら
も
、
最
後
に
は
祖
国
独
立
運
動
を
推
し
進
め
た

侯
爵
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
シ
モ
ン
の
身
分
が
種
明
か
し
さ
れ
る
と
と

も
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
独
立
運
動
が
成
功
す
る
と
い
う
華
々
し
い
結
末
を
迎
え
る
に
至

る
。本
作
に
お
い
て
は
、苦
学
生
に
身
を
や
つ
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、作
家
の「
私
」

が
映
画
の
シ
モ
ン
と
重
ね
ら
れ
る
存
在
と
読
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
作
の
「
私
」

と
い
え
ば
、
そ
も
そ
も
自
信
の
な
い
作
家
と
し
て
登
場
し
て
い
る
う
え
に
、「
乞
食

学
生
」
に
扮
し
て
い
る
間
の
出
来
事
は
全
て
白
昼
夢
で
あ
り
、
夢
か
ら
覚
め
る
と
元

の
「
三
十
二
歳
の
下
手
な
小
説
家
」（
三
八
〇
頁
）
に
戻
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
本
作
に
は
あ
え
て
映
画
の
タ
イ
ト
ル
を
彷
彿
と
さ
せ
る
題
名
が
付
け
ら
れ

て
お
り
な
が
ら
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
必
ず
し
も
連
動
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ば
か

り
か
映
画
の
よ
う
な
華
麗
な
ど
ん
で
ん
返
し
を
期
待
し
な
が
ら
読
み
進
め
た
読
者
の

意
表
を
突
く
よ
う
な
結
末
へ
と
導
か
れ
て
い
く
。

　

こ
う
し
た
タ
イ
ト
ル
の
命
名
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
狙
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
の
か
、
ま
た
読
者
は
そ
れ
を
ど
う
受
け
取
っ
て
読
み
う
る
の
か
。
次
章
で
、
本

作
と
同
様
に
、
タ
イ
ト
ル
に
他
作
品
か
ら
の
影
響
が
み
ら
れ
る
太
宰
作
品
も
射
程
に

入
れ
な
が
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。

　
　
　

三
、
タ
イ
ト
ル
命
名
と
時
局
へ
の
意
識

　
「
乞
食
学
生
」
の
連
載
と
比
較
的
近
い
時
期
に
、
他
作
品
と
同
名
の
タ
イ
ト
ル
が

付
け
ら
れ
た
作
品
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
先
に
紹
介
し
た
「
女
生
徒
」

と
「
老ア

ル
ト

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ（
（1
（

」
の
二
作
品
を
例
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

一
九
四
〇
年
に
『
婦
人
画
報
』
に
発
表
さ
れ
た
「
老ア

ル
ト

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
は
、

作
者
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
読
み
仮
名
を
考
慮
す
れ
ば
、
当
然
ド
イ
ツ
の
戯
曲
「
ア
ル

ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク（

（1
（

」（“A
lt-H
eidelberg”

）
の
タ
イ
ト
ル
を
念
頭
に
置
い
て
付

け
ら
れ
た
題
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
Ｗ
・
マ
イ
ヤ
ー
・
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
（W

. M
eyer= 

Förster

）
作
の
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
は
、
ザ
ク
セ
ン
の
カ
ー
ル
ブ
ル

ク
公
国
の
公
子
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
へ
遊
学
し
て
束
の
間
の
青
春
時
代
を
謳
歌
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す
る
も
、
養
父
の
死
に
よ
り
若
く
し
て
大
公
の
座
に
就
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
懐

か
し
く
再
訪
し
た
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
変
わ
り
果
て
た
様
子
に
憂
愁
を
感
じ
る
と

い
っ
た
筋
書
き
の
物
語
で
あ
る
。
一
方
の
「
老ア

ル
ト

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
は
、
大
学
生

の
「
私
」
が
三
島
に
滞
在
し
「
ロ
マ
ネ
ス
ク（

（2
（

」
を
執
筆
し
た
時
の
思
い
出
が
語
ら
れ
、

「
私
」
に
と
っ
て
「
忘
れ
て
な
ら
な
い
土
地（

（2
（

」
と
な
っ
た
三
島
に
八
年
後
訪
れ
た
際
、

当
時
の
面
影
が
ま
る
で
残
っ
て
い
な
い
様
子
に
直
面
し
て
や
り
き
れ
な
い
思
い
を
抱

く
と
い
う
物
語
で
あ
り
、
時
代
背
景
や
舞
台
、
登
場
人
物
に
至
る
ま
で
「
ア
ル
ト
・

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
と
は
全
く
異
な
る
た
め
、
一
見
無
関
係
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
主
人
公
が
、
と
あ
る
場
所
で
束
の
間
の
青
春
時
代
を
過
ご
し
、

後
に
そ
の
土
地
を
訪
れ
る
と
当
時
の
活
気
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
と
い
う
作

品
全
体
の
構
成
は
、
確
か
に
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
か
ら
「
老ア

ル
ト

ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ヒ
」
へ
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
音
の
タ
イ
ト
ル
を
提
示
す
る
と
い

う
こ
の
作
品
の
命
名
は
、
作
品
の
モ
チ
ー
フ
を
暗
示
す
る
役
割
を
担
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

続
い
て
、「
女
生
徒
」
は
、
先
述
の
通
り
フ
ラ
ピ
エ
の
小
説
か
ら
着
想
を
得
て
起

用
さ
れ
た
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
太
宰
の
「
女
生
徒
」
は
、
題
名
の
如
く
女
学
校
へ
通

う
一
生
徒
を
め
ぐ
る
物
語
で
あ
り
、
執
筆
当
時
「
机
辺
に
在
つ（

（2
（

」
た
フ
ラ
ピ
エ
の
作

品
名
が
、
自
作
の
物
語
の
大
枠
を
適
切
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
命
名
の

主
な
決
め
手
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。

　

な
お
、
フ
ラ
ピ
エ
の
「
女
生
徒
」
は
、
刑
務
所
に
入
れ
ら
れ
た
母
か
ら
、
一
〇
歳

の
娘
に
あ
て
て
書
か
れ
た
手
紙
と
、
そ
の
返
事
と
い
う
構
成
で
成
り
立
っ
た
短
編
小

説
で
あ
る
。
母
は
手
紙
の
中
で
、
自
分
の
留
守
中
に
娘
が
行
っ
た
幼
い
弟
の
育
児
の

不
手
際
な
ど
に
つ
い
て
な
じ
り
、
娘
は
そ
の
手
紙
を
受
け
て
も
健
気
な
返
事
を
寄
せ

る
。
太
宰
の
「
女
生
徒
」
は
、
周
知
の
通
り
有
明
淑（

（2
（

の
日
記
を
有
力
な
資
料
と
し
て

描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
し
、
作
品
世
界
に
フ
ラ
ピ
エ
の
作
品
の
影
響
が
色
濃
い
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
フ
ラ
ピ
エ
の
作
品
の
主
人
公
と
は
年
齢
も
異
な
る

う
え
、
作
品
世
界
も
こ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
が
、
父
親
が

不
在
の
心
細
い
家
庭
環
境
と
い
う
設
定
や
、
母
娘
の
親
子
関
係
が
描
か
れ
て
い
る
点

な
ど
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
両
作
品
に
類
似
し
た
モ
チ
ー
フ
が
垣
間
見
え
る
。
単
純
に
執

筆
当
時
フ
ラ
ピ
エ
の
「
女
生
徒
」
が
手
元
に
あ
っ
た
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な
く
、

こ
の
作
品
に
有
明
淑
の
日
記
と
の
類
似
性
も
見
出
し
た
か
ら
こ
そ
、「
女
生
徒
」
と

い
う
題
を
起
用
し
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
う
し
た
緩
や

か
な
類
似
性
が
あ
る
こ
と
で
、
フ
ラ
ピ
エ
の
「
女
生
徒
」
を
知
る
読
者
は
、
両
作
品

の
繋
が
り
を
期
待
し
な
が
ら
読
み
進
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
乞
食
学
生
」
も
ま
た
「
女
生
徒
」
の
例
と
同
様
に
、
貧
し
い
学
生
が
出
て
く
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
物
語
の
大
枠
を
提
示
す
る
効
果
が
あ
る
タ
イ
ト
ル

で
あ
る
が
、
そ
の
語
が
一
般
的
に
よ
く
使
用
さ
れ
る
名
詞
で
は
な
く
、
固
有
性
の
高

い
単
語
で
あ
る
点
に
は
注
目
し
て
お
き
た
い
。
本
作
の
読
後
感
想
に
、
タ
イ
ト
ル
を

見
て
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
例
が
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
仮
に
元
の
作
品
自
体

を
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
読
者
の
興
味
を
惹
き
つ
け
る
だ
け
の
力
が
あ
る
キ
ャ
ッ

チ
ー
な
語
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
が
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
予

想
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、「
女
生
徒
」
や
「
老ア

ル
ト

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
と
は
異
な
り
、
本
作
の
タ
イ

ト
ル
元
が
小
説
で
は
な
く
映
画
で
あ
る
と
い
う
点
に
も
独
自
性
が
見
受
け
ら
れ
る
。

太
宰
は
、
連
載
誌
で
あ
る
『
若
草
』
の
読
者
が
、
映
画
へ
高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る

点
を
意
識
し
て
、
い
わ
ば
実
験
的
に
、
映
画
と
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
試

み
を
本
作
に
お
い
て
実
践
し
た
と
の
見
方
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
タ
イ
ト
ル
を
同
一
に
す
る
こ
と
は
、
作
品
と
同
タ
イ
ト
ル
の

作
品
に
何
ら
か
の
接
続
性
が
あ
っ
た
り
、
融
合
し
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
期

待
を
読
者
に
抱
か
せ
、
作
品
へ
の
興
味
を
誘
発
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
原
拠
の
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内
容
を
知
る
読
者
に
は
、
知
る
人
な
ら
で
は
の
読
み
の
豊
か
さ
が
与
え
ら
れ
る
。
元

の
作
品
を
意
識
し
て
読
む
こ
と
で
、
解
釈
の
余
地
が
複
数
生
ま
れ
、
読
解
の
可
能
性

が
広
が
る
の
で
あ
る
。「
乞
食
学
生
」
の
映
画
を
念
頭
に
お
い
て
読
ん
だ
際
に
想
定

さ
れ
る
、
華
麗
な
ど
ん
で
ん
返
し
へ
の
期
待
は
、
原
拠
の
映
画
を
知
る
読
者
に
こ
そ

与
え
ら
れ
た
読
み
の
可
能
性
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
う
え
で
、
映
画
の
結
末
と

は
真
逆
の
方
向
へ
展
開
し
て
い
く
本
作
の
意
外
性
に
面
白
さ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
な
他
作
品
と
同
名
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
作
品
群
は
、
戦

時
下
に
太
宰
が
複
数
執
筆
し
て
き
た
パ
ロ
デ
ィ
作
品
と
も
接
続
性
が
あ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
一
九
四
〇
年
代
に
お
け
る
太
宰
が
、
時
代
的
な
拘
束
を
受
け
な
が
ら
も

自
己
の
小
説
の
方
向
性
を
模
索
し
た
結
果
と
し
て
、『
新
ハ
ム
レ
ッ
ト（

（2
（

』
や
『
新
釈

諸
国
噺（

（2
（

』、『
お
伽
草
紙（
（2
（

』
と
い
っ
た
数
々
の
パ
ロ
デ
ィ
作
品
を
執
筆
し
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
の
み
が
起
用
さ
れ
た
作
品
は
、
原
拠
の
枠
組
み
に
基

づ
い
た
う
え
で
ア
レ
ン
ジ
が
加
え
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
パ
ロ
デ
ィ
作
品
と
は
当
然
異
な

る
も
の
で
あ
る
が
、
自
作
と
他
作
品
と
の
融
合
に
注
目
し
た
と
い
う
点
に
は
、
作
家

の
通
底
し
た
姿
勢
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
太
宰
が
パ
ロ
デ
ィ
作
品
を

手
掛
け
て
い
く
よ
う
に
な
る
過
程
の
先
駆
け
と
し
て
こ
れ
ら
の
作
品
を
位
置
付
け
ら

れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

タ
イ
ト
ル
に
他
作
品
の
影
響
を
ほ
の
め
か
せ
る
こ
と
は
、
戦
時
下
に
お
い
て
創
作

を
続
け
て
い
く
た
め
の
戦
略
的
な
工
夫
の
一
つ
で
あ
り
、
時
局
に
対
す
る
隠
れ
蓑
で

あ
っ
た
と
い
う
見
方
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
他
作
品
の
タ
イ
ト
ル
起
用
が
、
戦

時
下
に
お
い
て
一
種
の
緩
衝
材
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も

指
摘
し
て
、
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

注（
1
）�

監
督
は
ゲ
オ
ル
ク
・
ヤ
コ
ビ
ー
、
Ｃ
・
Ｈ
・
デ
ィ
ラ
ー
と
ワ
ル
タ
ー
ワ
ッ
サ
ー
マ
ン
の
共
同

脚
色
、
主
演
は
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヘ
ー
ス
タ
ー
ス
、
マ
リ
カ
・
レ
ッ
ク
。
独
語
発
声
、
日
本
字
幕

で
公
開
さ
れ
た
。

（
2
）�

映
画
の
原
拠
と
さ
れ
て
い
る
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
乞
食
学
生
」（“D

er Bettelstudent”

）
は
、

一
八
八
二
年
一
二
月
六
日
、
ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
劇
場
に
て
ド
イ
ツ
語
で
初
演
さ
れ
た
。

映
画
は
、
こ
れ
を
ト
ー
キ
ー
化
し
た
も
の
と
い
う
が
、
大
田
黒
元
雄
の
回
想
に
は
、「「
乞
食

学
生
」
も
ま
た
ド
イ
ツ
で
映
画
化
さ
れ
た
が
、
私
の
記
憶
す
る
限
り
で
い
ふ
と
、
そ
の
映
画

の
筋
は
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
も
の
と
は
か
な
り
に
相
違
し
て
ゐ
た
」（『
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
世
界
』
摩

耶
書
房
、
一
九
四
八
年
、
一
八
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
筋
書
き
や
結
末
は
原
作
と
異
な
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）�

主
な
映
画
紹
介
と
批
評
に
は
、
次
の
記
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
外
国
映
画
紹
介
」（『
キ
ネ
マ

旬
報
』
六
四
七
号
、
一
九
三
八
年
六
月
）、「
各
社
試
写
室
よ
り
」（
同
誌
六
五
四
号
、

一
九
三
八
年
八
月
）、「
外
国
映
画
批
評
」（
同
誌
六
五
九
号
、
一
九
三
八
年
一
〇
月
）、「
新

映
画
評
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
三
八
年
八
月
五
日
・
夕
刊
）、「
新
映
画
評
」（『
朝
日
新
聞
』

一
九
三
八
年
八
月
六
日
・
夕
刊
）。

（
4
）�『
キ
ネ
マ
旬
報
』
六
五
四
号
、
四
九
頁

（
5
）�『
キ
ネ
マ
旬
報
』
六
五
九
号
、
八
五
頁

（
6
）�『
若
草
』
と
映
画
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
𠮷
田
司
雄
「
教
養
と
し
て
の
映
画
―
『
若
草
』
の

映
画
記
事
を
め
ぐ
っ
て
」（
小
平
麻
衣
子
編
『
文
芸
雑
誌
『
若
草
』  

私
た
ち
は
文
芸
を
愛
好

し
て
い
る
』
翰
林
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
に
詳
し
い
。

（
7
）�

太
宰
が
寄
稿
し
て
い
る
時
期
の
『
若
草
』
の
編
集
は
、
一
九
三
五
〜
一
九
三
九
年
（
第
一
一

巻
一
二
号
〜
第
一
五
巻
一
二
号
）
ま
で
は
北
村
秀
雄
が
、
そ
し
て
一
九
四
〇
～
一
九
四
二
年

（
第
一
六
巻
一
号
〜
第
一
八
巻
四
号
）
に
は
北
村
と
花
村
奨
の
二
氏
が
そ
の
責
任
者
を
つ
と

め
た
。
一
〇
作
品
の
発
表
期
間
中
、
編
集
者
に
大
幅
な
変
化
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
本
作
連

載
中
の
第
一
六
巻
九
号
（
一
九
四
〇
年
）
頃
か
ら
は
、
新
体
制
運
動
の
展
開
に
伴
っ
て
、
特

に
時
局
に
呼
応
す
る
内
容
の
記
事
が
増
加
す
る
な
ど
、
誌
面
は
変
化
し
て
い
っ
た
。

（
8
）�

武
蔵
野
館
（
新
宿
）、
帝
国
劇
場
（
銀
座
）、
大
勝
館
（
浅
草
）、
東
京
映
画
劇
場
（
渋
谷
）

に
て
一
斉
封
切
さ
れ
た
。
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（
9
）�

津
島
美
知
子
「
御
崎
町
か
ら
三
鷹
へ
」（『
太
宰
治
全
集
』
附
録
第
四
号
、
八
雲
書
店
、

一
九
四
八
年
一
一
月
）

（
10
）�
原
著
で
あ
る
レ
オ
ン
・
フ
ラ
ピ
エ
（Léon Frapié

）
の
『
女
生
徒
』（“L’Écolière”

）
は
、

一
九
〇
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

（
11
）�

尾
崎
名
津
子
「
待
た
れ
る
「
乞
食
学
生
」
―
『
若
草
』
読
者
共
同
体
と
太
宰
治
」（
小
平
麻

衣
子
編
『
文
芸
雑
誌
『
若
草
』  

私
た
ち
は
文
芸
を
愛
好
し
て
い
る
』）
で
は
、
本
作
以
前
に
『
若

草
』
へ
掲
載
さ
れ
た
太
宰
作
品
の
読
者
感
想
を
提
示
し
、「
雌
に
つ
い
て
」、「
喝
采
」
で
の

不
評
を
経
て
、
女
性
独
白
体
の
「
葉
桜
と
魔
笛
」
で
好
評
を
獲
得
、『
若
草
』
読
者
に<

若
さ

>

と
い
う
テ
ー
マ
が
好
ま
れ
る
と
い
う
勘
所
を
お
さ
え
て
本
作
を
描
く
に
至
っ
た
と
い
う
過

程
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
論
で
は
、「
乞
食
学
生
」
に
対
す
る
読
者
感
想
が

全
て
リ
ス
ト
化
さ
れ
て
お
り
、
本
作
が
『
若
草
』
読
者
た
ち
に
歓
迎
さ
れ
て
い
た
同
時
代
状

況
を
一
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
12
）�『
若
草
』
第
一
六
巻
九
号
（
一
九
四
〇
年
九
月
、
一
三
〇
頁
）

（
13
）�『
若
草
』
第
一
六
巻
九
号
（
一
九
四
〇
年
九
月
、
一
三
一
頁
）

（
14
）�『
若
草
』
第
一
六
巻
一
〇
号
（
一
九
四
〇
年
一
〇
月
、
一
三
三
頁
）

（
15
）�「
小
さ
す
ぎ
る
制
服
制
帽
に
下
駄
ば
き
と
い
ふ
苦
学
生
の
恰
好
」（
三
六
〇
頁
）、「
自
分
の
た

い
へ
ん
な
、
苦
学
生
の
姿
」（
三
七
六
頁
）

（
16
）�

太
宰
は
『
津
軽
』（
小
山
書
房
、
一
九
四
四
年
一
一
月
）、「
恥
」（『
婦
人
画
報
』
一
九
四
二

年
一
月
）
と
い
っ
た
他
作
品
に
お
い
て
も
、
実
際
の
貧
富
に
関
わ
ら
ず
「
乞
食
」
と
い
う
語

を
み
す
ぼ
ら
し
い
容
姿
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
。

（
17
）�『
婦
人
画
報
』
一
九
四
〇
年
三
月

（
18
）�『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
は
、
Ｗ
・
マ
イ
ヤ
ー
・
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
の
作
の
戯
曲
（
五
幕
）

で
、
一
九
〇
一
年
に
ベ
ル
リ
ン
に
て
初
演
さ
れ
た
。
戯
曲
は
、
一
八
九
八
年
に
発
表
し
た
フ
ェ

ル
ス
タ
ー
の
小
説
『
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
』（“K

arl H
einrich”

）
を
基
に
作
ら
れ
た

作
品
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
一
九
一
三
年
に
有
楽
座
で
文
芸
協
会
に
よ
っ
て
初
演
さ
れ
、
以

降
一
般
的
に
も
知
名
度
を
高
め
た
。
映
画
評
論
家
の
岩
崎
昶
は
、『
映
画
が
若
か
っ
た
と
き
』

（
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
）
に
お
い
て
、
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
「
ア
ル
ト
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」

が
「
翻
訳
劇
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
日
本
の
創
作
劇
み
た
い
に
身
近
な
受
け
と
め
ら
れ
方
」

で
「
大
ヒ
ッ
ト
」
し
た
と
述
べ
、「
新
劇
フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
、
た
い
て
い
の
人
が
、
た
と

え
舞
台
そ
の
も
の
は
見
な
い
で
も
物
語
は
そ
ら
ん
じ
て
い
る
。」（
二
二
九
頁
）
と
そ
の
流
行

を
語
っ
て
い
る
。

（
19
）�

太
宰
が
参
看
し
た
の
は
、
番
匠
谷
英
一
訳
の
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』（
岩
波
書
店
、

一
九
三
五
年
）で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。番
匠
谷
訳
の
タ
イ
ト
ル
が「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
作
に
お
い
て
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
理
由

に
つ
い
て
、
九
頭
見
和
夫
が
次
の
三
つ
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。「
当
時
超
人
気
を
博
し

た
演
劇
の
題
名
が
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
で
あ
っ
た
」
た
め
、「
尊
敬
す
る
森
鷗
外
」

が
ド
イ
ツ
語
の
「
ｇ
の
発
音
を
「
ヒ
」
と
訳
し
て
」
お
り
そ
の
影
響
を
受
け
た
た
め
、「
太

宰
特
有
の
音
感
で
、「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
よ
り
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
の
方
が
よ
い
と
判

断
し
た
」
た
め
。（「
太
宰
治
の
「
乞
食
学
生
」
と
外
国
文
学
」『
福
島
大
学
教
育
学
部
論
集
』

第
七
一
号
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
三
六
頁
）

（
20
）�『
青
い
花
』
一
九
三
四
年
一
二
月

（
21
）�『
太
宰
治
全
集
第
三
巻
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
年
、
一
五
二
頁
）

（
22
）�

注
９
に
同
じ

（
23
）�

本
名
有
明
淑
子
。
太
宰
作
品
の
愛
読
者
で
あ
っ
た
彼
女
は
、「
昭
和
十
四
年
の
一
月
頃
」（
注

９
に
同
じ
）
に
太
宰
の
下
宿
宛
て
に
自
身
の
日
記
を
送
っ
た
。
日
記
は
、「
昭
和
十
三
年
、

有
明
淑
子
十
九
歳
の
時
」（『
太
宰
治
全
集
第
二
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
年
、
四
五
八
頁
）

に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
24
）�

文
藝
春
秋
社
、
一
九
四
一
年
七
月

（
25
）�

生
活
社
、
一
九
四
五
年
一
月

（
26
）�

筑
摩
書
房
、
一
九
四
五
年
一
〇
月

【
付
記
】
本
文
の
引
用
は
全
て
『
太
宰
治
全
集
第
三
巻
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
年
）
に
よ
る
。

引
用
に
際
し
て
は
、
基
本
的
に
旧
字
を
新
字
に
改
め
、
ル
ビ
・
傍
点
等
を
適
宜
省
略
し
た
。
引
用

文
中
の
／
は
改
行
を
示
す
。

（
日
本
文
学
専
攻　

博
士
課
程
後
期
三
年
）


